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1．目的
　本研究は、教示要求行動の形成訓練におい て、それぞ
れの課題に含まれる要因を特定し、訓練課題から非訓練
課題へ の 課題般化に お い て、そ れ らの要因（弁別刺激と反

応型）がどの ように機能するか分析し、教示要求f慟 の形
成に おける般化要因を検討する。
H．方法
　1．参加者、 セ ッ テ ィ ング

　A 大学相談施設に来所する 自閉症男児 1 名が本研究に

参加 した。本研究の開始当初、対象児の年齢は 7歳だ っ

た 。 また、対象児が 5歳 3 カ月時に受けた新版 K 式発達

検査 2001 の 結果より、対象児の発達年齢は 1歳 9 カ月

で あ っ た。セ ッ シ ョ ン を原則 2週間 に 1回行っ た。
　2．手続き
　　　カ

ー “
　レーニ ン　対象児の教示要求行動を形

成するために、女・ 児に写真カ
ー

ド命名課題を行 っ た。
トレ

ー
ナ
ー

は写真カードを対象児に提示 し、そ の名称を

答えるよう求めた。予め査定 した未知刺激を提示 した時、
トレ

ー
ナ
ー

が 「お しえて」 と言語 モ デルを示 した。言語

モデルは、 0秒か ら5秒の幅で時間遅延法を用い て示した 。

　1廼型圃 教示要求行動がどの 課題に般化 したか

覊 忍した。 この フ ェ イズで用い られた課題は、
三 項随伴

齧騾襖露貂默攤 献塾霧望饕穩
かれた形の名称を答える形カード命名課題」 「カードに

描か れた絵の名称を答え る絵カード命名課題 、B型は 「カ
ー

ドを特定の基準で分ける分類課題」 「カードに描かれ

た数列の中の空白に数字を は め込 む数穴埋め課題」、C

型は 「箱の中に手を入れ、中に入っ て い る物品を答え る

触覚に よる物当て課題」 「提示された実物の名称を答え

る実物命名課題一1 、D型は 「机に並べ られた物品 の 内、
指示されたものを取る御用課題」 「指示された数字（「12

6」 や 「28」 な ど）通りに数字を並べ る数字づ くり課題 」

だっ た。
　 　 　 A 型

　 　 　 　 　 カ
ー

ド　　　　　　 音 声反応 　　　　　般性強化子

　 　 　 B 型

　　　　區 ：］→ 亜
　　　 C型

カ
ー

ド以外 音声反応 股性強化子

D 土
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　lil1IEi｛ZIEZ 写真カ
ー

ドトレ
ーニ ン グで使用さ

れたカード以外の カードに教示要求行動が般化したか確
認 した。その た め、写真カー

ドは、写真 カー
ドトレ

ー
ニ

ン グで周 い たカー
ドとは異なるカ

ー
ドを用 い た。手続き

は 写真カード トレーニ ン グと同 じで あ っ た。た だ し、プ
ロ ンプトは

一
切与えられなかっ た。

　 、カード　レーニ ンク絵カー
ドの もとで教示要求行動

を形　した。 マ テ リアルに絵カ
ー

ドを用い たこ と以外は 、

手続きは写真カードトレーニ ングと同じだっ た。

　匹型随魎 教示要求行動が形カ
ー

ドに般化し

たか確認する目的で行 っ た。マ テリアルに形カ
ー

ドを用
い た こ と以外は 、 手続きは写真カードプロ ーブと同じだ
っ た。

　璽 教示要求行動が どの課題に般化し たか

確認 した。 課題の うち、御用課題、触覚に よる物当て課

題 実物命名課題 の3種類を行っ た。
皿．結果

　他型プロ ーブ、写真カードプロ
ーブ、A型随伴性プ ロ

ー
ブ 、 他型プローブ2の糸課 をFig2に示し た 。

　写真カードトレーニ ングに お け る教示要求行動は15セ
ッ シ ョ ン で形成された 。 その後に行 っ た他型プロ

ー
ブ で

は、絵カード命名課題と触覚に よる物当て課題 で少しの

般化が見られたもの の、その他の課題には全 く般化を示
さなか っ た。また、写真カ

ー
ドプロ

ーブで は般化を示 し

た。絵カ
ー

ドトレ
ーニ ングにお い て絵カードの もとで教

示要求行動を自発できるようにな っ た後に行 っ たA 型随
伴性プロ

ー
ブで は100％の正反応率を示した。 また、他型

プロ
ー

ブ2におい ては、御用課題は0％、触覚に よる物当
て課題は80％ 、 実物命名課題は100％の 正反応率を示 した。
すなわち、C型随伴性の課題 に は般化したが、　D 型随伴性
の 課題に は般化 しなかっ た 。

】V．考察
　写真カードトレーニ ングとい う単

一
の 課題 にお い て の

み で しか教示要求行動が形成されなか っ た場合、他 の 課

題 に おい て教示要求行動は般化しなか っ た。しか し、絵

カードトレー ニ ングを達成すると、より多くの 課題に般
化した 。 これ は、本研究の 対象児に とっ て複数、少な く

とも二 つ 以上の課題に おい て教示要求行動を形成するこ

とが般化を促すとい え る。また、C型随伴i生の課題には般

化し、D 型随伴性の 課題 に は般化 しなか っ たとい う他型
プロ

ーブ2の結果から、般化には弁別刺激だけで はなく、
反応型が大き な影響を与え てい る可能性が示唆された。

　　← 他型プローブ1−一一一一一→・

10。・A型 iB
型

IC
型 ρ型

lii− i…
1」 ＿ ⊥LL

　　　　　　　　　
胎 押 ぜ

A型 c型
111111111

甥殉
　 　 　 　 　 　 　 　 RE

　　　　　Fig．2プロ
ー
ブの正反応率
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